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（１）新たな取り組みの状況

①地域活動団体へのヒアリング結果

能登半島絶景海道における取り組み等を地域活動団体を中心に広げていくための第一歩として、
現在の活動状況や他団体と連携した活動についてヒアリングを実施しました。
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【ヒアリングでの主な意見】

ヒアリング結果を基に、右図のような
地域活動団体の情報発信ツールとして
デジタルマップでの案内等を検討し、
風景街道の一体感の醸成を図ります。

デジタルマップイメージ

活動の様子

写真出典）(株)奥能登元気

プロジェクトHP

町野復興プロジェクト実行委員会

（まちのラジオ）

・能登半島絶景海道のブランド化は良い取り組み
のため、連携したい

・能登半島絶景海道沿いに同じデザインで活動が
盛んな地区の紹介看板を立てると面白いのでは
ないか

・能登半島絶景海道を利用したイベントが
スムーズに行えるように、各道路管理者で
どのような手続きが必要かの相談窓口等が必要

・自転車通行空間ができれば、サイクリストを
“まちなか”に呼び込むイベントも考えられる
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②空飛ぶ車試験飛行（８月１５日開催） 【能登半島絶景海道プロジェクト】

空飛ぶ車の試験飛行が珠洲市内で開催されました。
試験飛行に使用された機体は、物資が輸送できる大型ドローンとなっています。
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試験飛行で使用された機体 「EH216L」

・最大積載量：250kg
・最大飛行時間：21分
・最大飛行距離：35km
・最大飛行速度：130km/h
・サイズ：5710㎜×5716㎜×2179㎜

今後、ドローンによる物流ネットワークや空飛ぶ車の実現に向けた取り組みを
支援します。

※この機体は、日本初飛行



（１）新たな取り組みの状況

③今しか見られない能登ツアー 【能登半島絶景海道プロジェクト】

令和６年能登半島地震が発生してから今日までの奥能登の道の復興について、国道249号
（能登半島絶景海道の外浦）を中心にめぐる「今しか見られない能登ツアー」を８月２２日に開催しました。
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・現在の道路の復旧状況でも観光バスで普通に通り抜けできる
ことに驚き

・海側に道路を造る等、そのダイナミックな発想に感銘

・様々な困難を乗り越え、ここまで復旧していることに対し
多くの方々の尽力があったことを改めて感じました。

・ニュースの上辺だけを見て、なぜ、復旧が進まないんだ、
という思いが少なからずありましたが、認識を改めることが
できました。

【参加者のSNSでのコメント】

ツアールート

中屋トンネル

パワーシティ輪島
ワイプラザ内

「出張輪島朝市」
白米千枚田

三ツ子浜地震被害道路
窓岩

真浦町・海岸を
利用した迂回路

｢道の駅｣すずなり

千里浜なぎさ
ドライブウェイ

｢道の駅｣すず塩田村

ツアールート

ツアーの様子

・参加人数：２２人（定員満員）
・（一社）能登半島広域観光協会を介して、ツアー会社が企画、国土交通省職員がバスガイドを実施
・ツアー参加者にSNS等で復興状況をPRいただきました
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4

【のと里山空港で「能登半島地震を学ぶ旅」】（石川県企画振興部空港企画課）
首都圏の企業・団体に対して、羽田空港―のと里山空港便を活用した
震災を学ぶ旅を提案

能登復興事務所の職員が能越自動車道、国道249号（能登半島絶景海道）
の復旧過程や工事についてお伝えする企画が、のと里山空港内の
仮設飲食店「NOTOMORI」で実施します。

【開催スケジュール】

・11月10日（月）15時～ ・11月14日（金）10時～・11月23日（日）10時～

関

東

方

面

写真出典）石川県観光連盟

【能登で学ぶSDGｓ！環境・自然・防災を考えるツアー開催記念講演会】
（主催：一般財団法人環境事業協会※）

【能登で学ぶSDGｓ！環境・自然・防災を考えるツアー ３日間】
（主催：一般財団法人環境事業協会※）

関西（なんば）を発着地として、能登の祭り・歴史・文化・自然そして
里山里海の幸を五感で満喫することができるツアーを11/22（土）～
24日（月・祝）の３日間で開催します。

【主なツアールート】

・のと里山里海ミュージアム ・和倉お祭り会館 ・弁天崎源泉公園
・輪島隆起海岸 ・「道の駅」千枚田ポケットパーク

・国道249号（能登半島絶景海道）千枚田工区 等

ツアー開催を記念した講演会が9/15（月・祝）に大阪市内で開催されました。

講演会では能登復興事務所所長による「発災直後における現場対応」「復興に向けた
取組み」をテーマとした講演のほか、のとじま観光協会や能登半島広域
観光協会による講演が行われました。関

西

方

面

のと里山里海ミュージアム

和倉お祭り会館

③今しか見られない能登ツアー 【能登半島絶景海道プロジェクト】

過去開催イベントの様子

写真出典）ぶらり能登ねっとHP

※環境学習普及啓発活動などを実施
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④復興に向けたサイクリングイベント

ツール・ド・のと４００特別企画「奥能登復興サイクル１００」を開催し、県内外から107人が参加しました。
能登半島絶景海道のうち、輪島キリコ会館から「道の駅」すず塩田村までを往復する特別コースです。
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能登半島絶景海道の

魅力を伝えるポスターや

パネルの展示

１）奥能登復興サイクル１００（９月１５日開催） 【開催概要】

「道の駅」千枚田ポケット

パークでの様子

隆起海岸を活用した

仮設道路を走行する

参加者

能登半島絶景海道想定エリアと

「奥能登復興サイクル100」ルート

ツール・ド・のと400ルート図（令和６年能登半島地震前）
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④復興に向けたサイクリングイベント

能登復興事務所にて、能登半島絶景海道を紹介するパネル展示、復旧工事受注者による誘導など全
面的に協力しました。
また、沿線地域も休憩所でのおにぎり等の振る舞いや、折り返し地点の「道の駅」すず塩田村で
行われた塩づくり体験などに協力いただきました。
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１）奥能登復興サイクル１００（９月１５日開催） 【協力体制】

6能登半島絶景海道の紹介

海水まき体験

（「道の駅」すず塩田村）
おにぎり・御朱印カレーの

振る舞い

監視員の配置 ドリンクの提供

復旧工事受注業者

能登復興事務所

地域の協力

能登半島絶景海道パネル展示
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④復興に向けたサイクリングイベント

２）サイクリング試験走行（９月20日～28日延べ６日間開催）
令和６年能登半島地震や奥能登豪雨からの創造的復興に向け、
サイクルツーリズムの推進に取り組むため、試験走行を実施し、ニーズ調査を行いました。
試験走行には、延べ217人が参加しました。
【試験走行ルート】
輪島エリア

珠洲エリア

▲受付会場では能登半島絶景海道の魅力を伝えるパネルの

展示を行いました。

▲隆起した海岸上の復旧道路上を

サイクリングしている状況。

坂道もe-bikeなら女性

でもラクラク走行▼
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能越道フェスティバルにおいて、能登半島絶景海道の魅力を伝えるポスターやパネルの展示を
行います。
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【開催日時】 令和７年１０月１８日（土）
１０：００～１５：００

【会 場】 「道の駅」 のと千里浜

⑤その他、今後の主なイベント

写真出典）羽咋市

会場「道の駅」のと千里浜
展示イメージ

能越道フェスティバルとは、石川・富山の交流人口拡大と経済活性化を目的に、能越道沿線８市の魅力を発信するため、
能登地域と富山県西部地域の８商工会議所・商工会で組織する能越商工観光懇談会で、地域間交流促進イベントを
毎年開催しているものです。


